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腎移植の成否は拒否反応を避けるための十分な免疫

抑制の達成と感染または腫瘍発生から腎移植患者を保

護する十分な免疫能力レベルの維持との間のバランス

に依存する．腎移植後の主要死亡原因は冠状動脈疾

患，感染，腫瘍である．ビタミン A は上皮統合性お

よび免疫機能において中心的役割を担っており，適当

なビタミン A濃度は腎移植患者において重要と考え

られる．著者らは腎移植患者における血清レチノール

濃度とすべての死亡との間に関係があるかどうかにつ

いて検討した．血清レチノール濃度は追跡中に生存し

ていた移植患者よりも死亡した移植患者のほうが低値

であった．Kaplan-Meier 分析により，血清レチノー

ル濃度は死亡率の高度予測因子であることが示され

た．また，Cox 多変量回帰分析においては血清レチ

ノール濃度低下は従来の冠状動脈疾患危険因子，高感

度 CRP 値および推定 GFR 値の調整後に全死亡の高

度予測因子として有意であった．血清レチノール濃度

は腎移植患者における全死亡の独立的な高度予測因子

であり，その濃度増加は抗炎症機構または抗感染機構

を介して生存利得をもたらすと考えられた．

(Connolly GM, Cunningham R, Maxwell AP, et al：

Decreased serum retinol is associated with increased

mortality in renal transplant recipients. Clin Chem 53：

1841-1846, 2007)

(埼玉県立大学短期大学部 鈴木優治)
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血清レチノール濃度低下は腎移植者の死亡率増加と関係する
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